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以
前
は
福
岡
市
が
提
供
す
る
献
立
を
使
用

し
て
い
た
の
で
す
が
、〝
食
の
中
村
〞の
付
属

園
と
し
て
独
自
の
献
立
を
提
供
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
、園
長
先
生
に
ご
相
談
し
て

平
成
27
年
か
ら「
食
べ
残
し
ゼ
ロ
」に
向
け
た

取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。ま
ず
は
一
年

間
提
供
を
行
い
、残
食
率
の
デ
ー
タ
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
振
り
返
り
を
行
い
、デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
改
善
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
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食物栄養学科

森脇 千夏 教授

教えてくれたのは

Profile
中村学園大学家政学部食物栄養学専攻（現栄養
科学部）卒業。中村学園大学院栄養科学研究科健
康増進科学部門にて地域の（主に肥満・糖尿病予
防）健康づくり活動について研究（栄養科学修士）。
その後、別府大学短期大学部講師を経て、別府大
学、別府大学大学院准教授、大分大学大学院医学
研究科医学専攻にて博士（医学）を取得。肥満・摂
食と脳機能との関連について研究。大分大学医学
部客員研究員。専門は公衆栄養学。授業は「食事摂
取基準・献立論」「栄養学実習」「公衆栄養学」などを
担当。現在は、付属幼稚園・おひさま保育園との共同
研究のほか、東京栄養サミットにむけてJICA、
ILSIJapanと共にミャンマー栄養改善事業に取り組
んでいる。

中
村
学
園
大
学
付
属

お
ひ
さ
ま
保
育
園
で

行
っ
て
い
る

「
食
べ
残
し
ゼ
ロ
」へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

毎
日
の「
食
」を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
届
け
た
い
。

そ
の
思
い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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小笹幼稚園　古賀 瀬菜さん
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07 ［ナカムラの知の源］
栄養科学部 フード・マネジメント学科
眞次 一満准教授

［学長コラム］

「ニューノーマル時代のメンタルヘルス」

食べ残しを減らすにはどのような工夫が必要ですか？

大切なのは「なぜ残すのか」を知って
その解決策を探っていくことです。
例えば、大人でも月曜日は「仕事に行きたくないな」と思ってしまいがちで
すが、それは子どもたちも同じ。毎日の食べ残しの量を記録することで、
月・火曜日は身体的活動量が低くてお腹が空かないので残食率が高く、
そこから週の半ばにかけて活動量は高く、残食量は低下するのですが、
金曜日には疲れが出てまた残食率が高くなることがわかりました。そこで、
月・火曜日は人気メニューを出し、食欲のある水・木曜日に噛む力を育て
るメニューや新メニューを出す…といった工夫を行っています。その結果、
平成27年では1.46%だった残食率が1年後には0.88%、2年後には
0.41%にまで減少し、曜日による変動も見られなくなりました。

おいしそうに給食を
食べる子どもたち。

食べ残しの減少とともに、
感染症による欠席が
減ったのだとか

子どもたちは
みんな給食の時間が大好き。

「食べ残しゼロ」への取り組みが、
子どもたちに食べる楽しさを
感じてもらうことに
つながっています

一汁二菜を基本にしたおひさま保育園の献立。
野菜はたっぷり100g使用するようにしています

中村学園大学・中村学園大学短期大学部
広報誌［セロリ］  

No.118 2021.2.15発行

［離乳食の献立の一例］
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ほかに実践していることはありますか？

子どもたちの「苦手」を理解することで
さまざまな工夫を実践するようになりました。

保
護
者
の
方
の
反
応
は

い
か
が
で
す
か
？

自
然
と
好
き
嫌
い
も
な
く
な
り

と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
ひ
さ
ま
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
は
野
菜
の
味
に
慣
れ
、何

で
も
よ
く
食
べ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、保
護
者
の
方

は
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。調
理
室
の

前
に
そ
の
日
の
食
事
を
置
い
て
い
ま
す
が
、お
迎
え
の
際
に

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
眺
め
な
が
ら「
ど
れ
が
好
き
だ
っ

た
？
」、「
お
う
ち
で
も
作
れ
る
か
な
？
」と
話
さ
れ
て
い
る

そ
う
な
の
で
う
れ
し
い
で
す
ね
。忙
し
い
お
父
さ
ん
と
お
母

さ
ん
が
多
い
の
で
、調
理
室
の
先
生
方
に「
簡
単
に
作
れ
る

レ
シ
ピ
っ
て
あ
り
ま
す
か
？
」な
ど
の
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

データを見てみると、暑い時期に残食率が高くなっていることもわかりまし
た。なぜだろうと考えていたのですが、子どもたちにとっては夏に温かい汁
物を食べるのが大変なのだということに気づいたんです。また、口の中の唾
液を奪われてしまうものが苦手で、中でもフライは子どもにとって食べづらい
おかずであることがわかりました。口の中がモサモサしてしまうフライとパン
の組み合わせだと、残食率はかなり高くなってしまうのです。子どもたちの苦
手を理解することで、献立の作り方も変わりました。
また、イベント時の特別メニューについても、私たちが張り切りすぎてつい
量が多くなってしまい、子どもたちが食べられないという現象が起きているこ
とに気づいて…。1日の量を明確に定めるように改善しました。

「塩分も少なく健康的で、子どもにとっても大人にとって
もおいしい。嫌いなものを無理やり食べさせているので
は…と誤解する人もいるが、本当においしいものは子ど
もも自然と食べるようになります」と真崎英俊園長

子どもは胃に入る容量が少ないので、栄養基
準をみたしつつ1食の食事量に気をつけること
が大切です

お昼ごはんだけでなくおやつ
もすべて手作り。調理室の
先生たちの愛情もたっぷり
入っています

おひさま保育園のメニューを家庭で
も真似できるレシピ本も。現在は4
号目を制作中です

「おいしいね」と
会話しながら食べるなど、
交流のある温かな
環境づくりも

大切にしています

5歳児の食事の目安量

副菜
50g

主菜
100g

主食
ご飯
110g

汁物
150g
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保
育
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
は
保
育
現
場
で
の
実
習
が
必
須
で

す
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た

2
0
2
0
年
度
は
、夏
期
に
予
定
し
て

い
た
保
育
所
実
習
と
施
設
実
習
の
2
つ

の
実
習
の
直
前
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
進
ん
だ
た

め
に
、保
育
現
場
で
の
実
習
実
施
を
見

送
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
態
が
発

生
。こ
れ
を
受
け
、急
遽
、幼
児
保
育

学
科
で
は
厚
生
労
働
省
の
指
導
に
従

い
、保
育
現
場
で
の
実
習
の
代
替
と
し

て
の「
学
内
実
習
」を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー

ル
の「T

eam
s

」や「Zoom

」を
用
い
、

保
育
所
や
各
種
児
童
福
祉
施
設
等
と

リ
モ
ー
ト
接
続
し
て
子
ど
も
の
様
子
を

観
察
し
た
り
、職
務
中
の
保
育
士
の
業

務
を
見
学
し
た
り
、現
職
保
育
士
や

支
援
員
、園
長
・
主
任
と
い
っ
た
管
理

職
か
ら
の
講
話
を
聞
い
た
り
、学
生
同

士
意
見
を
交
わ
し
た
り
と
、オ
ン
ラ
イ

ン
の
特
性
を
活
か
し
た
こ
れ
ま
で
に
な

い
実
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
保
育
現
場
で
の
実
習
と
変
わ
ら
ぬ

学
び
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
」と
い
う
考

え
の
も
と
、学
科
の
教
員
が
一
丸
と
な
っ

て
実
施
し
た
今
回
の「
学
内
実
習
」に
対

す
る
学
生
の
評
価
は
高
く
、「
学
外
実

習
に
行
け
な
い
と
わ
か
っ
た
と
き
は
不

安
で
いっ
ぱ
い
で
し
た
が
、学
内
実
習
を

通
し
て
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
」

「
学
内
実
習
だ
か
ら
こ
そ
、オ
ン
ラ
イ
ン

だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
や
学
べ
た
こ

と
も
多
い
と
感
じ
ま
し
た
」な
ど
の
声

が
届
い
て
い
ま
す
。

△オンライン実習では複数の保育現場とリモート
接続が可能なため、幅広く保育現場の実際や保
育の多様性を学べるというメリットも

△授業の最終回では修了証書も授与
されました。代表者：下村 芽衣さん
（幼児保育学科2年）

学科の中にオンライン実習のノウハウ

のある者がいたことや、複数の保育所

や児童福祉施設と日頃から連携の実

績があったことから、充実したプログラ

ムを実現することができました。次年度

以降もコロナ禍は続くことが予想され

ます。学生の学びの保障のため、今後

も学科全体で取り組んでいきます。
幼児保育学科 
川俣 沙織講師

幼
児
保
育
学
科
2
年

松
原 
瑠
花
さ
ん

（
新
南
陽
高
等
学
校
出
身
）

行政内での保育士職の仕事内容を紹介できたことは、私に
とっても貴重な経験となりました。また、学生の皆様から、保育
実習に関する貴重なご意見をいただけたことも大きなメリットと
なりました。特に記録の内容やその着眼点など、学生さんなら
ではの豊かな発想に若いエネルギーを感じたと共に、中村学
園での学びの深さを感じました。

「職員間の役割分担や連携および関係機関との連携」が
テーマの回でご協力いただいた
小郡市役所 保育所・幼稚園課 保育支援係 係長 成冨 由弥さん
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流
通
科
学
部
の
手
嶋
ゼ
ミ
で

は
、天
神
イ
ム
ズ
内
の
店
舗
で
九

州
各
地
の
農
水
産
物
や
そ
の
加

工
品
を
販
売
す
る「
株
式
会
社

ロ
ー
カ
ル
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
ラ
ボ
」

と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
来
店
客
が
減
少
す
る
中
、

「
九
州
の
魅
力
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
題
し
、学
生
た
ち
が
販
促

活
動
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
企
画
・

運
営
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

商
品
を
売
る
た
め
の
販
促
計
画

や
お
客
さ
ま
へ
の
慣
れ
な
い
声
掛

け
で〝
売
る
こ
と
〞の
難
し
さ
を

痛
感
し
な
が
ら
も
、授
業
と
は
異

な
る
実
践
的
な
学
び
に
得
る
も
の

が
多
か
っ
た
学
生
た
ち
。企
業
側

に
も「
若
い
方
の
視
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
お
客
さ

ま
へ
の
対
応
を
見
て
、私
た
ち
も

初
心
に
か
え
っ
た
」な
ど
、コ
ラ
ボ

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

△天神イムズの3Fにあるローカ
ルデベロップメントラボの店舗

▷八彩屋本舗のフルーツ＆野菜ジャム
の販促計画を立てるため、生産者の
方に直接お話を聞きました

△通常なら廃棄される規格外野菜を使ってピクル
スを作るイベントを企画。親子連れのお客さまも
来てくださり、楽しいひとときに

▷4つの商品を選び、それぞ
れを売るための計画を立て
て実際にお客さまにPRし
ました

ジャムの販促を担当し、インスタ
で積極的に発信することができ
たので、文章で伝える力が身に
ついたと思います。将来は販促
に関わる仕事がしたいので、商
品の良さの引き出し方などとて
も勉強になりました。

この活動を通して商品を売るこ
とへの興味が増し、将来の目標
が定まりました。授業だとどうし
ても座学中心ですが、こうして実
践的に学べたことで視野が広
がったと思います。

いくら商品やコンセプトがすばら

しくても、それだけでは消費者は

動きません。リアルな場所だから

こそ存在するリアルな課題を学

ぶことができた貴重な時間だっ

たと思います。来てくれたお客さ

まと直接お話ができたのも良い

経験になったと思います。
流通科学部流通科学科 

手嶋 恵美准教授

流
通
科
学
部
流
通
科
学
科
3
年

丸
山 

春
奈
さ
ん

（
八
代
清
流
高
等
学
校
出
身
）

流
通
科
学
部
流
通
科
学
科
3
年

山
口 

宙
樹
さ
ん

（
新
宮
高
等
学
校
出
身
）

私たちの店には、調味料などこだわりの商
品がたくさん並んでいますが、若い方には
入りづらいのかなという気がしていました。
コラボすることで「どういうディスプレイが
いいか」など、若い方の視点から意見がも
らえるというメリットがあると思います。実
際に若い世代のお客さまが店内を眺めて
くださることが増えたので良かったです。

ローカルデベロップメントラボ イムズ店
ストアマネージャー 
伊田 遥さん

ジャムを使ったドリンクを考案し、12月のランチで提供
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平
成
29
年
に
糸
島
市
と
中
村
学
園

大
学
が
連
携
協
定
を
結
び
、当
プ
ロ

ジェク
ト
の
原
型
と
な
る「
糸
島
耕
作
放

棄
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。そ
の
翌
年
、福
岡
県
と

糸
島
市
に
よ
る
広
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、糸
島
地
域
の

活
性
化
を
テ
ー
マ
に
農
業
振
興
を
中

心
と
し
た
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　
最
近
は
、地
域
活
性
化
に
関
心
を

持
つ
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
が
、地

域
の
現
場
を
知
ら
な
い
学
生
が
出
す

ア
イ
デ
ア
は
表
面
的
な
も
の
に
な
り

が
ち
で
す
。フ
ィ
ー
ル
ド
で
農
業
体
験

や
農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
の
お
話

を
伺
う
と
い
う「
地
域
の
リ
ア
ル
」を

体
感
す
る
こ
と
が
、地
域
課
題
に

沿
っ
た
具
体
的
な
活
動
・ア
イ
デ
ア
に

繋
が
る
と
思
って
い
ま
す
。

　
今
回
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の一
環
で
、糸

島
市
の
特
産
品
で
あ
る
甘
夏
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
の
商
品
企
画
、ネ
ー
ミ
ン

グ
や
パッ
ケ
ー
ジ
制
作
の
提
案
を
行
い

ま
し
た
。か
つ
て
、糸
島
は
甘
夏
の一大

産
地
で
し
た
が
今
で
は
当
時
の
果
樹

園
が
耕
作
放
棄
地
と
な
って
い
ま
す
。

甘
夏
で
再
起
を
図
る
こ
と
が
柑
橘
農

家
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
と
、学
生

た
ち
は
甘
夏
の
加
工
品
製
造
・
販
売

に
よ
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。

△農家や地域住民、地元企業、自治体など、農業に関わるさまざまな方の話を
伺うことで、地域のリアルを知り、地域課題の本質に触れました。

△糸島市では、農家の高齢化・若者の離農による「労働力不足」が耕作放棄地の発生要因
のひとつ。農業体験を通して、その大変さや食のありがたみを実感しつつ、少しでも役に立て
るようにと学生たちも汗を流しながら作業をします。

△甘夏ピールをたっぷり使った
「いとしまふぃん」。「愛し」、「糸
島」、「マフィン」をかけたネーミン
グも学生考案です

パッケージを考える
際、配色次第で雰囲
気がガラリと変わる
ことに驚き勉強にな
りました。教室ではで
きない体験ができ
て、視野も広がりお
もしろかったです。

流
通
科
学
部
流
通
科
学
科
2
年

野
田 

翔
太
さ
ん

（
糸
島
高
校
出
身
）

農家の方たちとの触
れ合いの中で、これ
まで知らなかったこ
とを多く知ることが
できよかったです。自
分で収穫した野菜は
いつもよりおいしく
感じました。

流
通
科
学
部
流
通
科
学
科
2
年

内
田 

花
梨
さ
ん

（
福
岡
西
陵
高
校
出
身
）

この経験を活かし、
何らかの形で地域活
性化に将来関わるこ
とができたらと感じ
ました。商品開発など
で地元に貢献できる
人材になれたらと思
います。

流
通
科
学
部
流
通
科
学
科
2
年

吉
柳 

栄
里
さ
ん

（
嘉
穂
高
校
出
身
）

地域の課題や魅力は中からは見
えにくいもの。地域の想いと学生
という外からの若い視点を融合さ
せることで、地域の新たな魅力発
見につながればと考えています。
この活動を通して、地域の課題解
決に挑戦し、地域の発展に資する
ローカルリーダーを育成できれば
と思います。

流通科学部流通科学科 

坂本 健成講師

「いとしまふぃん」が話題になり、糸島が盛
り上がるとうれしいです。学生さんたちに
は、今回の経験を通して糸島に限らず地
域に誇りや愛着をもってもらい、地域資
源を自主的、継続的に発信し、さまざまな
人とつながりながら地域を支えていく人材
になっていただけたらと願っています。 福岡県企画・地域振興部

広域地域振興課 
廣畑 純平さん
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実
習
で
お
世
話
に
な
り
、「
こ
こ
で
だ
っ
た

ら
楽
し
く
働
け
る
」と
感
じ
た
場
所
で
実

際
に
働
く
こ
と
が
で
き
、充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。先
生
方
の
仲
が
よ
く

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
で
あ
る
こ
と
、自
然

が
近
く
動
物
園
や
植
物
園
で
子
ど
も
た
ち

と
お
散
歩
が
楽
し
め
る
こ
と
、経
験
豊
富

な
先
生
方
が
多
く
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞

け
る
こ
と
が
こ
の
園
を
希
望
し
た
理
由
で

す
。一
年
目
で
年
長
ク
ラ
ス
の
担
任
に
な
っ
た

こ
と
に
は
じ
め
は
戸
惑
い
が
あ
り
不
安
も

大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、先
輩
の
先
生
方
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で

行
事
が
か
な
り
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

時
間
が
で
き
た
分
、一つ
ひ
と
つ
の
こ
と
を
大

事
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
よ
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。保
護
者
の
方
や
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、消
毒
や

健
康
管
理
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
短
期
大
学
部
の
幼
児
保
育
学
科
か

ら
編
入
し
た
の
で
、短
大
時
代
の
同
級
生
は

私
よ
り
も
2
年
早
く
社
会
に
出
て
い
ま

す
。悩
む
こ
と
が
あ
っ
て
も
友
人
が
幼
稚
園

教
諭
の〝
先
輩
〞と
し
て
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
の
で
と
て
も
心
強
い
で
す
。ま
た
、編

入
後
に
授
業
で
学
ん
だ
心
理
学
、ア
ル
バ
イ

ト
や
海
外
研
修
で
の
貴
重
な
経
験
が
仕
事

の
中
で
活
き
て
い
る
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま

す
。ま
だ
ま
だ
自
分
の
こ
と
だ
け
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

毎
日
の
活
動
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
気
づ
け
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
ね
。子
ど
も
た
ち
の「
で
き
た
」を
目
の

前
で
見
れ
る
こ
と
が
こ
の
仕
事
の一
番
の
や

り
が
い
だ
と
思
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
を
も
っ

と
し
っ
か
り
見
れ
る
よ
う
に
な
り
、保
護
者

の
方
と
い
っ
し
ょ
に
子
ど
も
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
け
る
よ
う
な
先
生
に
な
れ
た
ら
。

そ
れ
が
今
の
目
標
で
す
。

年
長
ク
ラ
ス
の
担
任
と
し
て

戸
惑
い
な
が
ら
も
進
む
日
々

短
大
時
代
の
同
級
生
や

編
入
後
の
学
び
が
宝
物
に

昨年の春から
念願の幼稚園教諭として
小笹幼稚園に務める
卒業生の古賀さん。
お仕事のやりがいや
これからの目標について
お話を伺いました。

卒業
生インタビュー

先輩に
会いたい
さまざまな現場で活躍する
中村の卒業生をインタビュー！

先輩たちの“今”を
紹介します。
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「
売
れ
な
い
」悩
み
を
解
決
へ
。

福
岡
の
魚
の
販
路
拡
大
を
め
ざ
し
、

魚
食
普
及
の
た
め
の
取
り
組
み
を

栄
養
科
学
部

フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

眞
次 

一
満 

准
教
授

　

近
年
、食
の
課
題
の
ひ
と
つ
に「
魚

ば
な
れ
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、福
岡

の
卸
売
市
場
で
も
魚
の
売
上
が
年
々

下
が
っ
て
お
り
、関
係
者
は
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。私
は
前
職
で
経
済
団
体
に

所
属
し
、当
時
か
ら
魚
の
販
路
拡
大
に

向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
で
、現

在
も
魚
食
普
及
の
た
め
の
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
注
目

し
て
い
る
の
が
、特
定
給
食
施
設
へ
の

提
供
で
す
。福
岡
に
あ
る
学
校
の
学
食

や
企
業
の
社
員
食
堂
で
地
元
の
魚
を

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、魚

食
普
及
だ
け
で
な
く
地
産
地
消
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、調
べ
て
い
く

う
ち
に
県
内
の
学
校
給
食
で
地
元
の

魚
が
使
わ
れ
て
い
る
地
域
と
そ
う
で

な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、な

ぜ
な
の
か
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ

で
わ
か
っ
た
の
は
、政
令
指
定
都
市
の

よ
う
に
食
数
が
多
い
地
域
は
一
日
に

大
量
の
食
材
が
必
要
に
な
る
た
め
、地

元
の
漁
獲
量
で
は
足
り
な
い
と
い
う

こ
と
。輸
入
品
の
冷
凍
食
材
に
頼
る
し

か
な
く
、子
ど
も
た
ち
に
お
い
し
い
地

元
の
魚
を
食
べ
て
も
ら
う
の
は
難
し

い
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。今
は

こ
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
方
法
が
な

い
か
を
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、福
岡
の
魚
に
関
す
る
課
題

先
生
の「
食
」に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

地
元
の
魚
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
活
動
を
は
じ
め
、

養
殖
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
な
ど
、

食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う

フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
眞
次
准
教
授
に

研
究
や
普
段
の
授
業
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。



　

フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
に

は
、食
が
大
好
き
な
学
生
が
た
く
さ
ん

入
学
し
て
き
ま
す
。「
食
の
中
村
」と

呼
ば
れ
る
中
村
学
園
大
学
の
代
表
と

し
て
、他
の
大
学
と
は
一
線
を
画
す
自

負
を
持
っ
て
と
こ
と
ん
学
ん
で
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。私
た
ち
は

そ
の
お
手
伝
い
を
し
っ
か
り
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
、フ
ー
ド
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
学
生
が
中
心

と
な
っ
て
か
ら
誕
生
し
た「
フ
ー
ド
美

同
好
会
」と
い
う
サ
ー
ク
ル
で
、『
農

業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
農
林
水
産

省
）』の
お
手
伝
い
を
し
て
ま
す
。本

学
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
内
外
に

認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
目

標
の
ひ
と
つ
で
す
。食
の
分
野
は
絶
対

に
負
け
な
い
。そ
ん
な
中
村
学
園
大
学

の
特
色
を
よ
り
引
き
出
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

教
科
書
の
勉
強
も
し
ま
す
が
、現
場
の

方
の
話
を
直
接
聞
く
と
い
う
体
験
に

は
敵
い
ま
せ
ん
。実
際
に
企
業
の
方
と
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は
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。温
暖

化
に
よ
る
海
水
温
度
の
上
昇
や
藻
場

の
減
少
と
い
っ
た
環
境
変
化
に
よ
っ

て
、魚
が
獲
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。加
工
商
品
を
つ
く
る
際
に
仕
方
な

く
海
外
産
を
使
う
業
者
も
い
ま
す
。こ

の
状
況
を
打
破
す
べ
く
養
殖
の
産
業

化
に
向
け
た
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
私
が
食
に
関
す
る
研

究
と
し
て
行
っ
て
い
る
の
は
、ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
用
し
た
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

で
す
。食
材
の
産
地
偽
装
が
ニ
ュ
ー
ス

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
度
々
あ

り
ま
す
が
、こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
う
と

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
が
で
き
ず
流
通
の

過
程
で
誰
か
が
勝
手
に
産
地
を
偽
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。シ
ス
テ

ム
の
浸
透
に
は
ま
だ
課
題
が
多
く
実

現
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、実
現

す
れ
ば
生
産
者
と
消
費
者
に
だ
け
で

な
く
、業
界
全
体
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

は
ず
で
す
。

　

座
学
よ
り
も
学
外
で
の
実
習
が
多

い
の
が
特
長
で
す
。は
ち
み
つ
の
藤
井

養
蜂
場
さ
ん
の
工
場
を
見
学
し
た
り
、

明
太
子
の
ふ
く
や
さ
ん
で
お
話
を

伺
っ
た
り
、と
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
に
積

極
的
に
出
か
け
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
興

味
の
持
ち
方
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
し
、

「
学
生
気
分
で
は
通
用
し
な
い
」と
認

識
す
る
こ
と
で
学
び
に
対
す
る
姿
勢

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。食
品
業
界
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、学
生
の

ほ
と
ん
ど
は
消
費
者
目
線
で
し
か
な

い
の
が
残
念
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
企
業

と
の
出
会
い
で
、ひ
と
つ
の
食
材
や
商

品
が
消
費
者
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
、

た
く
さ
ん
の
企
業
や
人
が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
知
れ
ば
、将
来
の
目
標
も

変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

普
段
の
授
業
や
ゼ
ミ
で
は

ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
か
？

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

消費者目線でいるのではなく、
「食」をビジネスとして考えれば
そこにさまざまな企業や人が
関わっていることがわかる。
学生にはその流れを知ってほしい。

眞次 一満 准教授
Kazumitsu Matsugu

広島大学大学院生物圏科学研究科修了。九
州経済連合会職員を経て、2019年4月より現職
に。専門は水産経済学、フードシステム。研究
テーマは、国産水産物の消費拡大や食品の表
示・トレーサビリティ（追跡可能性）、農水産物
のサステナビリティ（持続可能性）。

Profile

農業女子の皆さんとフード美同好会がコラボし、西鉄の社員
寮にあるオープンスペースで直販のイベントを企画しながら、
どうしたら生産者の方の役に立てるのかを皆で考えています。

将来の目標を尋ねると「食品の企画・開発」と答える学生が多いのですが、実際に企業の方に話を
伺うことで、営業や管理業務など他の仕事にも興味を持ってもらえたら。
（写真左：九州電力の方からのレクチャーの様子／写真右：ふくやハクハクでの明太子手作り体験）
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12月20日（日）、ナカムラ初となるオンライン学園祭『WEB de 学園祭』が開催！
コロナ禍のため例年とは形を変えての開催となりましたが、
「曙光 夜明けの光～苦難を乗り越えた先に～」をテーマに、

実行委員会の皆さんのがんばりで、とても充実した学園祭となりました。

LIVE配信のスタジオに潜入！
息の合ったメインMCの2人を中心に、
スタジオは楽しいトークで
盛り上がっていました。

小さな子どもたちにも楽しんでもらえる企画も。
中でも児童文化部によるパネルシアター
『サンタクロースとぎんのクマ』と手遊びは、
私たちも夢中になってしまう
楽しいひとときでした。

オンラインだからこそよりチーム間でアイコンタクトすることを増や

し、子どもたちがどこに注目しているかに意識を向けました。また、

画面の向こうの人たちが楽しんでもらえるよう、クリスマスシーズ

ンを考慮したパネルシアターを一から部員で協力して作りました。



実行委員会の
皆さんの

一致団結力を
肌で感じました！

10

SNSでの事前アピール審査にはじまり、
この日はリアルタイムでパフォーマンス審査を実施。
男性はスーツに、女性はドレスに着替えて一人ひとり
カメラの前でパフォーマンスを披露しました。

『WEB de 学園祭』が
開催されている3時間で、
巨大ペットボトル
キャップアートに挑戦！
あと少しのところで残念ながら
時間切れとなってしまいましたが、
中村学園大学公式キャラクター
「つぼみさん」のかわいい姿が
出現しました。

まずは、オンラインを使って学園祭を行う選択をしたこと、そしてオンライ
ンという例年と異なる形でも学園祭を続けられたことが一番の思い出
です。ひとつのチームとして成し遂げられたことがより実行委員や関係
者の方々の仲をさらに深められたと思います。最後はみんなが涙する
感動の学園祭でした。

たくさんの人の支えを感じました。6月から準備をスタートさせていました
が、度重なる予定変更に加え、初の試みだった動画配信では音源を
後撮りしてもらったり、尺を短くしてほしいなど多くの要望に応えてもら
い、最高の状態で運営することができました。

Q

Q

A

A

王子様・ミスキャンパス
コンテストがとてもカッコよくて

かわいかったです！
実行委員の皆様、
関係者の皆様、

本当にお疲れさまでした！
最高の学園祭でした！



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、授
業
形
態
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
学
生
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
現
在
は
、中
村
学
園
大
学
・
中

村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
で
も
6
割

程
度
が
対
面
、そ
れ
以
外
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。そ
う
し
た

中
、不
安
を
抱
え
て
い
る
学
生
は
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。サ
ー
ク
ル
活
動
が
で

き
ず
友
だ
ち
と
関
係
を
築
く
こ
と
が
難

し
い
、自
宅
に
い
る
時
間
が
増
え
た
も

の
の
家
族
と
の
関
係
が
良
好
で
は
な

い
、ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
ず
経
済
的
な

悩
み
が
あ
る
…
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
不

安
を
抱
え
て
い
る
は
ず
で
す
。精
神
的

な
不
安
に
よ
っ
て
抑
う
つ
状
態
に
な
っ

た
り
不
眠
な
ど
で
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ

る
と
、胃
腸
や
呼
吸
器
の
不
調
な
ど

身
体
に
も
不
調
が
起
こ
り
ま
す
。

　

人
は
ス
ト
レ
ス
状
態
に
あ
る
と
免

疫
力
が
低
下
し
、感
染
症
に
発
症
し
や

す
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
よ
り
大
切
な
の
で
す
。

食
事
・
睡
眠
・
運
動
を
し
っ
か
り
摂
り
、

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
、ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
で
緊
張
し
た
精
神
状
態

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

で
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
特
に
実
践
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、家
族
や
友
人

と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
。直
接
会

え
な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す

れ
ば
話
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、メ
ン
タ
ル
の
問
題
は
受
け
取

め
る
個
人
の
問
題
と
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
の
環
境
次
第
で
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。中
村
で
は
I
C
T
環
境
の
サ

ポ
ー
ト
や
学
生
相
談
室
の
充
実
、正
確

な
情
報
発
信
な
ど
の
学
生
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、「
食
の
中
村
」

ら
し
く
、食
育
館
で
は
11
月
か
ら
一
汁

三
菜
ラ
ン
チ
の
無
償
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。充
分
な
栄
養
を
摂
っ
て
、免

疫
力
を
高
め
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　

ぜ
ひ
こ
れ
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
活
用

し
て
、自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
対
処

方
法
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

友
人
や
家
族
、大
学
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に

11

中
村
学
園
大
学

中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部 

学
長

久
保 

千
春



定
）配
付
」も
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、す
べ
て

の
学
生
が
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が

で
き
、心
身
と
も
に
健
康
で
学
業
に
専
念
で

き
る
よ
う
、今
後
も
引
き
続
き
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

12

短
期
大
学
部
の
学
部
長
・
研
究
科
長
等
が
出

席
し
、叙
勲
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
村
理
事
長
は
お
祝
い
と
感
謝
の
意
を
述
べ

ら
れ
、勲
記
と
勲
章
を
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、甲
斐
諭

前
学
長（
現
：
中
村
学
園
顧
問
、中
村
学
園
大

学
客
員
教
授
）が
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

甲
斐
前
学
長
は
、平
成
20
年
4
月
に
本
学

に
着
任
さ
れ
た
後
、平
成
23
年
11
月
か
ら
3

期
9
年
に
わ
た
り
学
長
を
務
め
ら
れ
、そ
の

間
本
学
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
共
に
、農

業
経
済
学
・
食
糧
流
通
学
分
野
に
お
い
て
多

く
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
、文
部
科
学
大
臣
か
ら
の
伝

達
が
見
送
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、12
月
14
日（
月
）、

中
村
理
事
長
を
は
じ
め
、久
保
学
長
、大
学
・

甲
斐
諭
前
学
長　

瑞
宝
中
綬
章
叙
勲
伝
達
式

食
育
館「
一
汁
三
菜
ラ
ン
チ
・
弁
当
」の
無
償
提
供
に
つ
い
て

　

2
0
2
1
年
度
小
学
校
教
員
採
用
試
験
の

現
役
合
格
者
数
は
、受
験
者
数
1
2
5
名
中
、

実
数
95
名（
延
べ
人
数
97
名
）、現
役
合
格
率
は

76
％
と
い
う
好
成
績
を
残
し
、福
岡
県
を
は

じ
め
、九
州
、山
口
の
各
自
治
体
に
お
い
て
、

多
数
の
合
格
結
果
が
出
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
度
小
学
校
教
員

採
用
試
験 

合
格
状
況

　

本
学
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
世
帯
収
入
・

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
減
少
の
た
め
に
、し
っ
か
り

と
し
た
食
事
が
と
れ
ず
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
乱

れ
て
い
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、本
学
教
職

員
・
同
窓
会
に
よ
る
在
学
生
へ
の
食
糧
支
援
、

食
券
の
配
布
な
ど
、継
続
的
な
学
生
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。11
月
か
ら
は
、〝
食
の
ナ
カ
ム

ラ
〞な
ら
で
は
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た

「
一
汁
三
菜
ラ
ン
チ
・
弁
当
」の
無
償
提
供
を
開

始
し
ま
し
た
。学
生
証
の
提
示
で
1
人
あ
た
り

1
日
1
食
が
無
償
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
学
生
が
き
ち

ん
と
朝
食
を
と
れ
る
よ
う
、学
内
カ
フ
ェ
ア

ス
テ
ッ
ク
ス
の「
朝
食
券（
ひ
と
り
暮
ら
し
限

　

令
和
2
年
11
月
8
日
、本
学
に
て「
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
ふ
く
お
か
in
中
村
学
園
」を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。こ
の
企
画
は
、コ
ロ
ナ
や
災
害

の
直
撃
を
受
け
た
福
岡
の「
生
産
地
」や「
飲

食
店
」、学
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
で
活

躍
の
場
を
失
っ
た「
学
生
た
ち
」を
応
援
す

る
た
め
に
、「
食
の
中
村
」ら
し
く
福
岡
の

「
食
」を
テ
ー
マ
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。沢
山

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、合
計
で
約

1,
3
0
0
食
を
販
売
し
、盛
況
の
う
ち
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
の
最
前
線
で
戦
う
医
療

従
事
者
の
方
々
を
応
援
し
よ
う
と
、

本
取
組
の
売
上
の
一
部
を
利
用
し

て
、12
月
15
日
に
秋
本
病
院
の
み
な
さ

ま
に
お
弁
当
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

中
村
学
園
大
学
の
学
生
を
代
表
し
、

薬
膳
・
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
部
長
・

副
部
長
が
贈
呈
式
に
参
加
し
、感
謝

の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

※合格者には特別支援学校教諭を含みます。

※この取り組みは、令和2年度農林水産省　農山漁村振興交付金（地域活性化対策）
　事業の一環で行っています。

※現役合格率＝
　現役合格者数÷現役受験者数

■自治体別 合格者数

自治体

福岡県

福岡市

北九州市

佐賀県

長崎県

熊本県

熊本市

合格者数

51名

14名

10名

7名

4名

3名

2名

合格者数

1名

1名

1名

1名

1名

1名

97名

自治体

大分県

宮崎県

鹿児島県

山口県

川崎市

大阪市

計

現役合格率

76％
（前年度63.7%）

※合格者には特別支援学校教諭を
　含みます。
※卒業生も多数合格しています。

現役合格者数
受験者数125名中

実数95名
（延べ97名）

合格

「
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
ふ
く
お
か
in
中
村
学
園
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た



　

令
和
2
年
11
月
、発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

令
和
2
年
度「
障
害
者
の
生
涯
学
習
支
援
活

動
」に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。こ
の
表
彰
は
、障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た

多
様
な
学
習
を
支
え
る
活
動
を
行
う
個
人
又

は
団
体
に
つ
い
て
、活
動
内
容
が
他
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
、そ
の
功
績
を
た
た

え
る
も
の
で
す
。

　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
発
達
臨
床
支

援
部
門
」「
保
育
・
教
育
支
援
部
門
」の
２
部
門

で
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。今
回

は
、「
発
達
臨
床
支
援
部
門
」で
行
わ
れ
て
い
る

活
動
に
つ
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。発
達
障
が

い
児
者
を
対
象
と
し
た「
対
人
交
流
支
援
活

動
」で
は
、参
加
者
が
、安
心
し
て
楽
し
く
人
と

関
わ
れ
る
場
所
を
提
供
し
、さ
ら
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
し
て
他
者
と
の
適
応
的
な
関
わ

教
職
員
の
動
き

13

教職員の出版物

『ジレンマの社会学』
益田　仁
　教育学部　講師　共著
井上　智史
　幼児保育学科　講師　共著
（ミネルヴァ書房　2020年10月）

り
を
促
し
て
い
ま
す
。ま
た「
動
作
法
に
よ
る

自
立
支
援
活
動
」で
は
、動
作
法（
動
作
課
題
を

通
し
て
こ
こ
ろ
の
活
性
化
を
図
る
心
理
療
法
）

に
よ
る
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
の
向
上
を
通

じ
て
、肢
体
不
自
由
者
の
姿
勢
・
動
作
、発
達
障

害
児
者
の
不
適
応
行
動
の
改
善
や
社
会
生
活

の
適
応
、自
立
へ
の
一
助
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。い
ず
れ
も
セ
ン
タ
ー
開
所
以
来
、長
年
に

わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
活
動
で
す
。

　

令
和
2
年
11
月
、阿
部
志
麿
子
教
授（
食
物
栄

養
学
科
）と
梶
田
鈴
子
教
授（
キ
ャ
リ
ア
開
発

学
科
）の
2
名
が
短
期
大
学
教
育
功
績
者
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
短
期
大
学
教
育
制
度
の
創
設

か
ら
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、短

期
大
学
教
育
に
長
く
従
事
し
、そ
の
功
労
が

顕
著
な
者
及
び
短
期
大
学
教
育
に
特
に
功
績

が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、文
部

科
学
大
臣
が
行
う
も
の
で
す
。阿
部
教
授
、梶

田
教
授
、お
二
方
と
も
本
学
に
お
い
て
長
き

に
わ
た
り
学
生
の
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ま

短
期
大
学
教
育
功
労
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

「
障
害
者
の
生
涯
学
習

支
援
活
動
」に

係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

れ
、そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
11
月
、森
脇
千
夏
教
授（
食
物
栄

養
学
科
）が
一
般
社
団
法
人
全
国
栄
養
士
養
成

施
設
協
会
の
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、本
学
に
お
い
て
栄
養
士
育

成
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
全
国
栄
養
士

養
成
施
設
協
会
会
長
表
彰

梶田鈴子教授

（写真左から）久保千春学長、
吉川昌子発達支援センター長、岩尾芙美助手

阿部志麿子教授森脇千夏教授

◎
退
職
人
事（
令
和
2
年
12
月
31
日
付
）

 

教
授（
大
学
） 

森
山　

耕
成

 

常
勤
助
手（
大
学
） 

原
武　

恵
里

 

教
務
部
課
員 

鷹
取　

知
花

後列左から： 流通科学部2年 山口 大輔さん
 教育学部2年 城　 克紀さん
前列左から： 栄養科学部1年 請川 綾菜さん
 教育学部2年 佐々木 俊治さん
 栄養科学科2年 由衛 涼さん

学生全員が充実した学生生活を
過ごせるように！ 学友自治会執行部

　学友自治会執行部は高校で言えば生徒会のような存在。
学生同士の親睦を深める交流イベントの企画、円滑なサークル
活動の支援、学生と大学との折衝などを担う、自治組織です。
　昨年12月、学友自治会のメンバーが食育館前にクリスマス
ツリーを設置しました。コロナ禍で不安を抱える学生も少なく
ありませんが、学生の皆さんが少しでも明るい気持ちで学生
生活を楽しめるように、との思いが込められています。

表紙の
ひと
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https://www.nakamura-u.ac.jp/
公式ホームページ 公式Facebook 公式Twitter
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！
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［研究課題名］
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［ 研 究 者 ］
［共同研究者］
［研究課題名］

［発　注　先］
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［ 研 究 経 費 ］

［ 研 究 者 ］

［研究課題名］
［共同研究者］
［研 究 期 間］
［ 研 究 経 費 ］

［ 研 究 者 ］

［摘　　　要］

［寄　付　者］
［ 受 入 年 度 ］
［ 寄 付 金 額 ］

岩本　昌子（栄養科学科　教授）
日本人若年女性における血中ビタミン
D濃度の実態調査及びビタミンD欠
乏判定のための予測モデル開発研究
大阪府立大学
（日本医療研究開発機構AMED）
2020年8月21日～2021年3月31日
54,795円

浅岡　由美（流通科学研究所
所長、流通科学部　教授）
甲斐　諭（流通科学部　客員教授）
社会保障費の増加に対するソーシャル・
キャピタルの視点等からのアプローチ
筑前町
2020年4月1日～2021年3月31日
1,000,000円

坂本　健成（流通科学部　講師）
浅岡　由美（流通科学部　教授）
九州新幹線（西九州ルート）の部分
開業前における人の流動に関する
実証調査
九州運輸局
2020年10月22日～2021年3月31日
967,140円

森口　里利子（栄養科学科　准教授）
山本　健太
（フード・マネジメント学科　講師）
離乳食　冷凍食品の開発
株式会社クックチャムプラスシー
2020年10月9日～2021年1月31日
280,000円

徳井　敎孝（薬膳科学研究所　所長）
三成　由美（栄養科学科　教授）
環境影響等を考慮した健康な食生
活習慣の形成
西部ガス株式会社
2020年度
1,500,000円

受託研究

共同研究

研究助成寄付金

在学生対象ダブルスクール
中村学園大学・中村学園大学短期大学部

大学・短大で学びながら、調理技術の向上と調理師免許の取得を目指します。
授業は18時40分から。大学の授業やプライベートも両立できるよう、
通いやすいシステムになっています。

中村学園大学 学生部
（パンフレット・入学願書も設置しています）

出願書類提出先

092-851-2593問合せ

■募集学科および定員

■選考方法
中村学園大学・中村学園大学短期大学部の在校生については入学試験は免除いたします。

■受験料 なし

募集学科
調理師科夜間コース

修業年限
1年6ヶ月（最短）

入学時期
2021年4月

募集定員
40名

願書受付期間
2021年1月18日（月）～3月4日（木）

中村調理製菓専門学校 夜間コース

学校見学会 開催！
2/25（木）18:30～
コース案内・学校案内
※QRコードより申込フォームにて
　お申込みください。

「調理師
免許取得」で
広がる
就職の幅

最短
1年6カ月

　

令
和
3
年
1
月
8
日
、食
育
推
進
委
員
会
主

催
の
食
育
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。食
育
推

進
委
員
長
で
あ
る
三
堂
教
授（
食
物
栄
養
学
科
）

が
講
師
と
な
り
、「
福
岡
の
郷
土
料
理
で
野
菜
不

足
を
補
お
う
」を
テ
ー

マ
に
、博
多
水
炊
き
の

調
理
示
範
と
実
食
の

講
座
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、野
菜
摂
取

の
充
実
度
を
計
測
す

る
機
器「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ

ク
」で
普
段
の
野
菜
摂

取
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
と
こ
ろ
、参
加
学
生

の
多
く
が
、厚
生
労
働

省
が
目
標
と
し
て
掲

げ
る「
野
菜
摂
取
量

1
日
3
5
0g
以
上
」の
目
標
に
達
し
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。野
菜
不
足
に
気
を
付

け
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
送

る
た
め
、食
材
選
び
か
ら
調
理
法
ま
で
、三
堂

教
授
か
ら
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

　

令
和
2
年
度「 C

O
IL

（C
ollaborative 

O
nline International Learning

）プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
始
動
し
、I
C
T
を
活
用
し
た

国
際
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。栄
養
科
学
部
、

食
物
栄
養
学
科
の
学
生
6
名
が
参
加
し
、ハ
ワ

イ
大
学
カ
ピ
オ
ラ
ニ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

ジ
調
理
学
科
の
学
生
と
Z
o
o
m
で
交
流
を
図
り

ま
し
た
。

　

第
1
回
目
は
お
互
い
を
知
る
た
め
、自
己
紹

介
、大
学
の
紹
介
、福
岡
・
ハ
ワ
イ
の
紹
介
等
が

行
わ
れ
、活
発
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。参

加
し
た
学
生
は
、語
学
力
の
課
題
や
意
欲
向
上

を
感
じ
た
よ
う
で
す
。第
2
回
目

は
、お
互
い
の
郷
土
料
理
を
動
画
で

紹
介
し
、感
想
や
質
問
を
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
海
外
の「
食
」を
学
ぶ
学
生
同
士

が
交
流
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。今
後
は
S
N
S
ツ
ー
ル

を
用
い
て
、引
き
続
き
交
流
を
深
め

る
予
定
で
す
。

学
生
対
象「
食
育
講
座
」を
開
催

「
福
岡
の
郷
土
料
理
で

野
菜
不
足
を
補
お
う
」
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